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『
在
宅
療
養
』

理室E 脅亘 書宍 昆罰

平成24年 (2012年)7月7日土曜日

自宅は最高の特別室

シ
け

l
ズ

そ
の
，
〉

，圃、

司
直
長
尾
和
宏
著
書

l
平
穏
死
三
部
作

F匝
・
「
平
穏
死

-mの
条
件
」
平
成

M
年

7
月
出
版

…
・
「胃
ろ
う
と
い
う
選
択
、
し
な
い
選
択
」
平
成

M
年
ロ
月
出
版

…・

「平
穏
死
と
い
う
親
孝
行
」
平
成
お
年

2
月
出
版

…
い
ず
れ
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
好
評
発
売
中

が
ち
ょ
う
ど
半
分
の
息
子
の
よ
う

な
研
修
医
を
連
れ
て
在
宅
患
者
を

回
っ
て
い
ま
し
た
。

若
い
医
師
に
在
宅
現
場
を
し
っ

か
り
見
せ
る
こ
と
が
、

町
医
者
の

責
務
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
医
者

は
、
在
宅
患
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
患
者
が

発
す
る
言
葉
に
し
っ
か
り
耳
を
傾

け
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
看
護
の
原
点
と
は
、

実
は

訪
問
看
護
な
の
で
す
。
お
そ
ら
く

医
療
の
原
点
も
往
診
で
し
ょ
う
。

在
宅
医
療
は
決
し
て
新
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
・
看
護

の
原
点
に
回
帰
し
て
い
る
だ
け
で

す
。先

月
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
と
い
う
街
で

「
ル
ネ
サ
ン

ス
」
の
原
点
に
触
れ
て
き
ま
し

た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
人
間
復

興
。
あ
の
有
名
な
ダ
ピ
デ
像
に

は
、
あ
り
の
ま
ま
の
人
闘
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て

「今

こ
そ
医
療
に
も
ル
ネ
サ
ン
ス
が
必

要
だ
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
次

回
は
在
宅
医
療
費
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。



全
8
囲

内
W

の
訪
問
診
療
と
往
診
か
ら
成
り
立

一

ち

ま

す

。
訪
問
診
療
と
は
、
お
互

刈

い

に

打

ち

合
わ
せ
た
日
時
に
訪
問

怠
即
す
る
こ
と
。
病
院
で
い
え
ば
回
診

轍

に

相

当
し
ま
す
。
一
方
、
往
診
は

喧
呼
ば
れ
て
出
向
く
こ
と
。
こ
の
2

医
者
に
面
と
向
か
っ
て
間
切
な
不
安
で
不
安
で
仕
方
が
な
い
の
つ
に
、
さ
ら
に
M
時
関
連
絡
体
制

い
の
が
、
お
金
の
話
。
考
え
て
み
が
、
患
者
と
い
う
も
の
で
し
ょ
の
管
理
料
を
合
計
し
た
も
の
が
、

れ
ば
、
医
療
の
世
界
っ
て

「料

金

う
。
以
前
、
臨
終
間
際
な
の
に
在
在
宅
医
療
の
医
療
費
で
す
。

表
の
な
い
寿
司
屋
」
の
よ
う
な
も
宅
医
療
を
断
っ
た
患
者
が
い
ま
し

M
時
間
連
絡
体
制
の
管
理
料
と

の
。
私
も
時
々
、
歯
糾
医
に
行
き
た
。
よ
く
聞
く
と
や
は
り
、
お
金
は
、
医
者
の
携
帯
電
話
の
番
号
を

ま
す
が
、
会
計
時
に
は
不
安
に
な
の
心
配
で
し
た
。

教

え、

μ時
間
対
応
し
、
必
要
と

り
ま
す
。
歯
の
X
線
写
真
を
撮
っ
と
い
う
わ
け
で
今
回
か
ら
2
回
あ
ら
ば
往
診
も
す
る
と
い
う
契
約

て
、
歯
や
歯
垢
を
削
っ
て
、
丁
寧
に
分
け
て
在
宅
医
療
の
料
金
体
系
の
こ
と
で
す
。
警
備
会
社
の
基
本

な
説
明
を
受
け
て
、
さ
て
一
体
い
に
つ
い
て
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
し
糾
金
の
よ
う
な
も
の
と
い
っ
た
ほ

く
ら
に
な
る
ん
だ
ろ
う
?
こ
の
ま
す
。

う
が
分
か
り
ゃ
す
い
か
も
し
れ
ま

気
持
ち
は
、
み
な
さ
ま
も
同
じ
だ
ま
ず
在
宅
医
療
費
と
は
、
医
者
せ
ん
。

と
思
い
ま
す
。
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『
在
宅
療
養
』

話量三 命亙 寝宍 尾銅

平成24年 (2012年)7月14日土曜日

自己負担の実態

シ
け
l
ズ

〈
そ
の
2 

姐
温
機
能
強
化
型
・
在
宅
療
養
支
媛
診
療
所

厚
生
労
働

'
=
省
は
平
成
四
年
、

M
時
間
体
制
で
在
宅
看
取
り
ま
で
行

う
診
療
所
を
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
と
定
め
た
。
さ
ら
に
今

春
、
常
勤
医
3
人
以
上
、
年
間
看
取
り
2
例
以
上
、
年
間
緊
急

往
診
数
5
例
以
上
を
、
機
能
強
化
型
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
と

し
た
。

理
料

(在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
)
は
1
カ
月
4
6
0
0
点
で

す
。
こ
れ
ら
の
合
計
が
1
カ
月
の

医
療
費
で
す
。
例
え
ば
週
1
回
訪

問
診
療
を
受
け
て
、
月
に
1
回
夜

間
往
診
を
受
け
た
場
合
、

8
3
0

×
4
+
2
2
2
0
+
4
6
0
0点

H
1万
1
4
0点
と
な
り
ま
す
。

1
割
負
担
の
方
は
、

1
万
1
4
0

円
。
3
割
負
担
の
場
合
は
そ
の
3

い
く
ら
か
か
る
の
?

さ
て
当
院
の
よ
う
な
機
能
強
化

型
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
場

合
、
標
準
的
な
ケ
ー
ス
で
試
算
し

て
み
ま
し
ょ
う
。訪
問
診
療
料
は

1
回
8
3
0点
で
す
(1
点
は
叩

円
な
の
で
8
3
0
0円
)。一

方、

往
診
は
7
2
0点
で
す
。た
だ
し

夜
間
(日
没
か
ら
午
後
叩
時
ま
で
)

に
往
診
し
た
場
合
は
、

2
2
2
0

点
、
深
夜
帯
(午
後
印
時
j
午
前
6

時
)は、
3
2
2
0
点
と
高
く
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
M
時
関
連
絡
体
制
の
管

倍
が
自
己
負
担
金
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
青
天
井
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
己
負
担
額
に
は
上
限
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
叩
歳
以
上
の

一
般
所
得
者
は
1
万
2
千
円
、
低

所
得
者
は
8
千
円
が
1
カ
月
の
上

限
額
で
す
。

一
方
、
現
役
並
み
所

得
者
の
上
限
は
4
万
4
4
0
0円

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

分
か
り
に
く
い
で
す
か
?
し

か
し
、
こ
れ
以
上
、
単
純
化
で
き

な
い
の
が
医
療
費
で
す
。
こ
れ
だ

り
は
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

は
、
初
歳
以
上
の

一
般
所
得
者
の

上
限
金
額
は
1
万
2
千
円
で
あ
る

こ
と
。
例
え
ば
末
期
が
ん
で
、
毎

日
、
医
者
と
看
護
師
が
来
て
も
最

大
1
万
2
千
円
で
す
。

訪
問
看
護
は
、
末
期
が
ん
や
神

経
難
病
な
ど
の
場
合
、

医
療
保
険

扱
い
に
な
り
医
療
費
に
含
ま
れ
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
落
ち
着
い
た
病

状
で
あ
れ
ば
、
介
護
保
険
扱
い
に

な
る
の
で
別
途
自
己
負
担
が
必
要

で
す
。

介
護
保
険
で
の
訪
問
看
護
は、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、

病
状
が
不
安
定
な

時
は
、
医
者
は
特
別
指
示
蓄
を
発

行
し
、
訪
問
看
護
を
一
時
的
に
医

療
保
険
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
2
週
間
を
2
回
、
す
な

わ
ち
4
週
間
を
限
度
に
こ
の

「特

例
」
が
使
え
ま
す
。

さ
て
口
日
に
拙
書
「
平
穏
死

-

mの
条
件
」
(
ブ
ッ
ク
マ
ン
社
)

が
発
売
さ
れ
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ

ば
書
庖
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
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在
宅
療
養
』

理E 脅亙 寄宍 足早

平成24年 (2012年)7月21日土曜日

医療保険と介護保険の使い分け

シ
け

l
ズ

全

g
回
〈
そ
の

3
〉

0
0円
)
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

訪
問
看
護
制
度
は
現
在
、
少
々

複
雑
で
す
。
訪
問
看
護
は
原
則
、

介
護
保
険
の
領
域
で
す
。
た
だ
し

末
期
が
ん
や
神
経
難
病
な
ど
、
肺

炎
な
ど
で
病
状
が
急
に
悪
化
し
た

場
合
や
却
歳
未
満
、
介
護
保
険
料

今
回
は
訪
問
看
護
の
自
己
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
適
切
な
未
払
い
な
ど
で
介
護
保
険
が
な
い
が
、
「
訪
問
看
護
」の
現
実
で
す
。
プ
ル
で
し
た
。
開
業
医
は
午
後
に

金
の
話
で
す
。
在
宅
療
養
を
支
え
対
応
を
し
、
患
者
さ
ん
も
安
心
し
人
に
は
、
医
療
保
険
で
の
訪

問

看

さ

て
気
に
な
る
訪
問
看
護
の
自
自
分
の
医
院
の
看
護
師
に
訪
問
を

て
く
れ
る
の
は
、
実
は
訪
問
看
護
て
在
宅
療
養
を
続
け
る
自
信
を
持
護
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
肺
炎
己
負
担
は
い
く
ら
か
?
介
護
保
依
頼
し
、
自
然
な
形
で
在
宅
医
療

師
で
す
。
彼
ら
は
病
院
の
看
護
師
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ど
の
急
性
増
悪
時
に
は
特
別
指
険
報
酬
は
都
道
府
県
に
よ
り
仕
組
が
可
能
で
し
た
。
現
在
で
も
医
療

と
は
違
っ
て
、
現
場
で
の
裁

量

権

医

師
の
往
診
や
訪
問
診
療
の
診
示
書
で
医
療
保
険
で
の
訪
問
看
護
み
が
多
少
違
い
ま
す
。
ま
た
医
療
保
険
下
の
訪
問
看
護
は
ケ
ア
マ
ネ

を
か
な
り
持
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
療
報
酬
と
、
訪
問
看
護
の
診
療
報
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
で
は

「点
」
と
表
記
さ
れ
全
の
傘
下
に
な
い
だ
け
、
気
が
楽
で

主
治
医
が
事
前
に
包
括
指
示
を
出
酬
は
似
て
い
ま
す
。
細
か
い
慾
子
一
方
、
そ
れ
以
外
の
病
状
が
落
国
共
通
で
す
が
、
介
護
保
険
で
は
す
。

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
範
囲
内
で
は
と
も
か
く
、
だ
い
た
い
同
じ
く
ち
着
い
た
患
者
さ
ん
に
は
、
も
し

「単
位
」
と
い
う
表
記
に
な
り
、
末
期
が
ん
な
ど
で
何
度
も
行
く

あ
れ
ば
、
例
え
ば
麻
薬
の
調
節
ま
ら
い
で
あ
る
と
私
は
覚
え
て
い
ま
介
護
認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、
訪
都
道
府
県
に
よ
っ
て
多
少
レ
l
卜

場
合
は
医
療
保
険
の
方
が
断
然
や

で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

す
。
お
お
よ
そ
8
0
0点

(8
0
問
看
護
は
介
護
保
険
で
行
わ
な
く
が
異
な
り
ま
す
。

り
や
す
い
。
し
か
し
患
者
さ
ん
の

夜
中
に
熱
が
出
て
苦
し
く
な
っ

:
;
i
・

惨

}

?

色

4
・
v

，
‘
‘
f
F
-
F
r
i
z
-
-

自
己
負
担
を
考
え
る
と
、
介
護
保

」

L
L
P
A
-
r

ァ、ノロ山、，
h
b
A
R
ト
ワ
日
J
-
A
J
3
室
'
時
五
"

て
医
師
へ
の
電
話
を
鴎
踏
す
る
な

h
ヨ
it~ノア
Z
￥
士
ヨ
4
d
斗
以

:
Z
E者
団

両

町

食
の
ま
う
が
い
い
の
か
な
?
と

7
k
l
4寸
λ
ノ

7
6
.斗
コ
斜
ιト
ト
ユ
コ
比
一R
I
ヨ
乍
調
配
自

l

l

ら
ば
、
ま
ず
訪
問
看
護
師
に
電
話
-
ノ

4

，-'
・
1

-
-
イ

-F
i

--
;
2

迷
う
ケ
i
ス
が
あ
り
ま
す
。

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
介
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
医
療
保
険
だ
と
3
割
負
担
で
、

)
内
長
療
総
働
大
ゆ
/

…

護
保
険
優
先
の
法
則
」
と
い
い
ま
訪
問
看
護
(
叩
分
以
上

ω分
未
介
護
保
険
で
は
1
割
負
担
の
場

ろ
二
「
診

、
労
際
批
-
P

ひ
携
で
来
る

。
園町
ハ
低一弘

…

す
。
介
護
保
険
下
の
訪
問
看
護
に

満

)を
受
け
た
場
合
、
肝
心
の
自
己
合
、
末
期
が
ん
は
医
療
保
険
で
の

…

i
1

ず
ぴ
市
外
診
辻
西

K
ι
切

…

は
、
医
師
の
指
示
書
と
ケ
ア
マ
ネ
負
担
金
は
約
9
0
0円
で
す
。
医
訪
自
室
謹
で
す
が
、
「
末
期
」
を

h

‘EP.
‘

、

1
カ
阪
崎

。
を
鴇
関
穴

.m
カ

リ

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
両
方
の
指
示
が
療
費
は
0
割、
1
割、
3
割
と
あ
り
外
せ
ば
1
割
負
担
で
済
む

「介
護

‘司1ν
‘

・
大

尼

業

人

学

フ
泊
)

…

画
J

bA〉
〆

お
、
、
開
u

医
h
i
づ

…
必
要
で
す
。

ま
す
が
、
介
護
保
険
は
常
に

命

保
険
下
の
訪
署
警
に
し
た
方

面司

一
円
ば
r
y
が
後
年
を
で

。
ン
峨

沼
田

…

要
支
援
や
要
介
護
ー
な
ど
の
介
負
担
で
す
。
同
じ
よ
う
な
訪
署
が
患
者
さ
ん
の
た
め
な
の
か
な
っ

a
F
笥

必

慮

、

な
業

7
」
ま
す
タ

2
m…
震
が
低
い
場
合
は
、
す
で
に
ケ
護
で
も
介
護
保
険
で
受
げ
れ
ば
1

と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

…
，
匹
、、
が
'
定
職
け
醸
臨
Z
m
v…
ア
プ
ラ
ン
が
い
っ
ぱ
い
で
、
訪
問
割
負
担
、
医
療
保
険
で
受
け
れ
ば

こ
の
よ
う
に
医
療
保
険
と
介
護

和
医

。
ニ
宅
を
ン
教

m
凶

…
看
護
が
入
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
あ

3
割
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
の
両
方
に
ま
た
が
る
訪
問
看

購読
謹
君
ふ
誤
信
号
お
ア
何
時
措
銭
的
臨
時
Hm一錯誤明

で
に
い
ろ
ん
な
制
約
を
受
け
る
の
下
の
訪
問
看
護
で
、
非
常
に
シ
ン
て
な
り
ま
せ
ん
。

「在宅療養jシリーズ。

“
事

特
別
指
示
害

援

(床

式

)
の
悪
化
や
気
管
カ

…，
f
三
l
レ
(
気
管
内
に
挿
入
さ
れ
る
管
)
使
用
の
場

…
合
、
医
師
が
特
別
指
示
曾
を
発
行
す
る
こ
と
で
、

2
週
間
×
2

…
回

(最
大
1
カ
月
)
を
限
度
に
、
介
護
保
険
下
で
あ
っ
た
訪
問

…
看
護
を
医
療
保
険
下
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。



全

8
回

S
J
臓
器
不
全
症
(
心
不
全
、
腎
不

お
全
、
肺
気
腫
、
肝
硬
変
な
ど
)
で

小

す
。
「
末
期
が
ん
」
は
緩
和
医
療

、
川
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

制
一
方
、
「
非
が
ん
」
は
、
緩
和

民
医
療
に
加
え
て
通
常
の
医
学
的
管

FI

理
が
必
要
で
す
。
適
切
な
医
療
が
必
ず
い
つ
か
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
ん
て
ス
タ
ッ
フ
も
張
り
切
り
ま

「在
宅
医
療
」
と
い
う
言
葉
は
気
の
在
宅
療
獲
は
年
単
位
の
長
期
あ
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
は
長
生
き
に
な
り
ま
す

0

.

す
。

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
ん
な
聞
に
及
ぶ
こ
と
が
多
く
、
両
者
の
で
き
る
の
で
、
医
療
の
ウ
エ
ー
ト
天
涯
孤
独
の
独
居
の
末
期
が
ん
最
後
に
年
齢
に
つ
い
て
。
当
院

病
気
な
ら
在
宅
医
療
を
受
け
れ
ば
療
養
ス
タ
イ
ル
は
多
少
異
な
る
か
は
当
然
高
く
な
り
ま
す
。
在
宅
医
の
方
を
何
人
も
最
期
ま
で
在
宅
で
の
在
宅
で
は
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
1
0

い
い
の
か
、
ま
た
ど
の
段
階
で
依
ら
で
す
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
療
H
手
抜
き
医
療
、
ま
た
は
何
も
診
ま
し
た
。
家
族
と
い
う
「
邪

0
歳
ま
で
在
宅
で
診
て
い
ま
す
。

頼
す
べ
き
か
?
と
い
う
質
問
を
ば
、
末
期
が
ん
は
短
期
決
戦
で
、
し
な
い
と
よ
く
誤
解
さ
れ
ま
す
魔
」
が
入
ら
な
い
の
で
、
本
人
の
出
産
年
齢
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
、

よ
く
受
貯
ま
す
。
在
宅
医
療
の
対
「
非
が
ん
」
は
長
期
戦
と
い
う
イ
が
、
検
査
や
治
療
を
や
る
メ
リ
ッ
在
宅
希
望
が
強
い
ほ
ど
在
宅
療
養
早
産
、
低
体
重
で
の
出
産
が
増

象
疾
患
は
極
め
て
広
く
、
す
べ
て
メ
l
ジ
か
と
思
い
ま
す
。

ト
が
あ
る
と
き
に
は
や
る
の
が
の
継
続
は
容
易
で
す
。
率
直
に
言

え
、
赤
ち
ゃ
ん
の
集
中
治
療
室

の
病
気
が
そ
の
対
象
に
な
る
と
い

「非
が
ん
」
の
病
気
の
例
を
挙

「非
が
ん
」
の
在
宅
療
養
な
の
で
っ
て
、
最
も
や
り
や
す
い
療
養
パ

(N
I
C
U
)
か
ら
直
接
在
宅
に

っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
げ
れ
ば
、
認
知
症
、
脳
卒
中
後
遺
す
。

タ
ー
ン
。
こ
の
事
実
は
ま
だ
あ
ま
帰
っ
て
く
る
症
例
も
時
々
あ
り
ま

し
、
私
は
「
が
ん
」
と
「
非
が
症
、
神
経
難
病
、
骨
組
し
よ
う
症
在
宅
医
療
は
、

1
人
で
来
院
で
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

す
。

ん
」
に
分
け
て
考
え
る
よ
う
に
し
ゃ
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
、
老
衰
、

き
な
い
、
通
院
に
介
助
が
必
要
な
在
宅
療
養
を
阻
害
す
る
因
子
と
こ
の
よ
う
な
症
例
は
日
に
ち
を

て
い
ま
す
。

重
ね
る
ほ
ど
元
気
に
な
り
ま
す
か

も
成
長
説
法

「お
ひ
と
り
さ
ま
」
で
も
大
丈
夫
?
号
訴
お
い
説

う
闘
で
す
が
、

「非
が
ん
」
の

病

く

な

る

と

は

限

り

ま

せ

ん

。
在
宅

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
し
て
多
い
の
が
「
家
族
」
で
す
。

療
養
に
は
、
病
気
の
種
類
も
、
病

)
内
長
療
総
働
大
句
/

…

で
き
れ
ば
外
来
通
院
が
可
能
な
と
お
金
持
ち
ゃ
家
族
が
医
療
者
で
あ
期
も
、
年
齢
も
ま
っ
た
く
問
い
ま

主

長

九

哲

ザ

…

き
か
ら
、
か
か
っ
て
い
た
だ
く
と
る
場
合
、
本
人
は
家
に
い
た
く
て
せ
ん
。

ず
対
市
外
診
JL
西
げ
川
好

…

助
か
り
ま
す
。
早
け
れ
ば
早
い
ほ
も
、
家
族
が
施
設
や
病
院
に
入
れ

「家
に
い
た
い
」
「
家
で
生
活

‘
 
.. Th

、
ー

か
阪
崎

。
を
樽
関
打
出
が

…

ど
い
い
。

た
が
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

し
た
い
」
と
い
う
患
者
さ
ん
、
家

‘司t
J
7

、J
・
大
尼
業
人
学
フ
泊
)
…

苛

『

一

〉

〆

お
、
、
開
u

医

ト

ブ

…

「

独
居
で
も
大
丈
夫
で
す
か
在
宅
療
養
は
、
本
人
に
加
え
て
家
族
の
思
い
と
医
療
者
と
の
信
頼
関

画

司

時

j
a一
。
〆

が
後
年
を
で

。
ン
減
沼
田
…
ワ
」
と
い
う
質
問
も
多
く
受
け
ま
族
の
同
意
が
前
提
条
件
で
す
が
、
空
白
で
ほ
ぼ
決
ま
り
ま
す
。
も

圃

?

奇

必

界

、

な
業

7
」
ま
す
タ

2
m…
す
。
結
論
か
ら
い
え
ば
大
丈
夫
。

独
居
の
場
合
は
、
そ
の
心
配
が
あ
ち
ろ
ん
介
護
保
険
の
活
用
は
い
う

'
t
vu¥f
定
芳
寵

Z
m
v…
い
ま
や
単
身
世
帯
の
ほ
う
が
多
い
り
ま
せ
ん
。

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

和
医

。
ニ
宅
を
ン
教
帆
凶

…

時
代
。
上
野
千
鶴
子
氏
が
書
か
れ
た
だ
看
取
っ
た
場
合
、
死
亡
宣

拙

書

「
平
穏
死

-mの
条
件
」

尾
京
局
リ
在
療
コ
員
/
伽

…

た
よ
う
な
「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
告
を
行
う
相
手
が
い
な
い
の
が
少
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
発
売
1
週
間

長
東
一
齢
的
錫
箆
一
ゾ
ふ

…

後
」
が
も
は
や
普
通
の
時
代
で
し
寂
し
い
で
す
ね
。
家
族
が
い
な
で
3
刷
り
に
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

す
。
い
く
ら
伸
が
良
い
夫
婦
で
も
い
分
、
私
た
ち
が
頑
張
ろ
う
、
な
い
ま
す
。

『
在
宅
療
養
』

話量主 命亙 寄宍 尾銅

平成24年 (2012年)7月28日土曜日

「がん」と「非がん」の差

シ
け

l
ズ

• 

，町、

そ
の

麺

温

「

お

ひ

と
り
さ
ま
の
老
後
」
上
野
千
鶴
子
氏
著
の

'

恒

同
曹
は
、
初
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。
「
長
生
き
を

す
れ
ば
み
ん
な
最
期
は
独
り
に
な
る
。
女
は
そ
う
覚
悟
し
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
。
お
一
人
様
の
老
後
に
は
そ
れ
な
り
の
ス
キ

ル
と
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
だ
。
夫
を
見
送
っ
て
か
ら
が
女
の
後
家

楽
だ
」
と
い
う
。



『
在
宅
療
養
』

官室E 命E 寄宍 昆罰

平成24年 (2012年)8月4日土曜日

老老、認認の在宅療養

シ
け

l
ズ

全

g
回
，町、

そ
の
§
〉

崎
山
叩
も
ポ
イ
ン
ト
。
ケ
ア
マ
ネ
選
び
は

一
医
者
選
び
よ
り
大
切
で
す
。
介
護

刈

保

険
だ
り
で
な
く
、
医
療
制
度
な

法

配

ど
広
い
見
識
を
有
し
、
思
い
を
よ

轍
く
聞
い
て
く
れ
て
、
ス
ピ
ー
ド
感

曜
と
行
動
力
が
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
る
「
お
せ
っ
か
い
」や
「
世
話
焼
き
」

ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
テ
レ
ビ
観
戦
の
場
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
老
老
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。
が
健
在
で
す
。
た
だ
、
み
な
さ
ん
火

で
寝
不
足
気
味
の
方
も
多
い
で
し
介
護
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
1

一‘方
、
認
知
症
の
方
が
、
認
知
症
の
不
始
末
を
心
配
さ
れ
ま
す
。当

ょ
う
。
在
宅
患
者
さ
ん
宅
を
回
る

0
0歳
の
親
を
、
別
歳
の
娘
さ
ん
を
介
護
す
る
「認
認
介
護
」
も
時
々
然
で
し
ょ
う
。
ケ
ア
会
議
を
聞
き
、

と
、
み
な
さ
ん
熱
心
に
テ
レ
ビ
中
が
介
護
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
症
状
の
軽
火
の
出
な
い
調
理
器
具
に
変
え
る

継
を
見
て
お
ら
れ
ま
す
。
き
っ
と
も
珍
し
く
な
い
時
代
で
す
。
要
介
い
方
が
、
症
状
の
重
い
方
を
介
護
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
す
。

元
気
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
え
る
か
ら
護
者
が
要
介
護
者
を
介
護
す
る
。
し
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
認
知
老
老
や
認
認
パ
タ
ー
ン
な
ら
、

で
し
ょ
う
ね
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
か
が
入
院
す
る
機
能
に
か
な
り
の
障
害
が
あ
っ
て
ど
ち
ら
か
の
施
設
入
所
や
入
院
を

さ
て
、
老
人
が
老
人
を
介
護
す
と
、
二
人
三
脚
は
崩
れ
ま
す
。
そ
も
、
同
居
人
の
介
護
は
十
分
で
き
勧
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
ま

る
「
老
老
介
護
」
が
増
え
て
い
ま
の
意
味
で
は
、
介
護
者
の
健
康
管
る
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
本
来
優
す
。
し
か
し
年
を
と
っ
て
も
住
み

す
。
前
回
は
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」

理
も
重
要
で
す
。

し
い
性
格
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

慣
れ
た
わ
が
家
で
暮
ら
し
続
け
た

の
在
宅
療
養
に
つ
い
て
書
き
ま
し
介
護
保
険
制
度
の
上
手
な
活
用
ま
た
1
人
が
認
知
症
に
な
れ
い
と
強
く
願
う
人
も
少
な
く
あ
り

た
が
、
老
老
介
護
に
つ
い

て

も

触

『

凶

也

件

V
吋
・
・
ー
露
出
し
己
、
，

AlF
長
診
マ
、

b
E

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

H
閣
官
」
開
り

L

Z削
川
芝
山

μ
T
'
J
d
Z
F
L
J
緋
費

老
夫
婦
以
外
に
、
兄
弟
や
親
子

L
u
m
L
H，

1
〈

L
H
三
日
〆
ν
「
去
も

Z
J
A
h筆

ば
、
共
同
生
活
者
も
認
知
症
に
な
ま
せ
ん
。
本
人
が
施
設
入
所
を
希

)
内
長
療
総
働
大
ゆ
/

…

る

の
ま
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?
お
望
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
大
半
は

ろ
ニ
「
診

u
労
際

M
-
m
o
…

l

ひ
第
で
来
る

。
園
町
ハ
侃
評
…
そ
ら
く
糖
尿
病
と
い
う
共
通
基
盤
家
族
が
大
金
を
払
っ
て
豪
華
な
介

ず
大
市
外
診
士
西
W
，

L
好

…

に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
護
施
設
に
入
所
さ
せ
る
パ
タ
ー
ン

‘

.

事

・

}

か
阪
崎

。
を

特

関

主

が

…

か

。
仲
の
い
い
ご
夫
婦
で
あ
れ
で
す
。

h-司
J
M
.

・
大
尼
業
入
学
フ
泊
)
…

盛

明
一
丸
信
;
↑

〆

お
、
、
関
川
一陸、
h
i
J刈，
V
…
ば
、
長
年
、
食
生
活
が
同
じ
で
入
所
後
、
本
人
か
ら

「家
に
帰

画

一

同

川
μ
hv
r
f

が
後
年
を
で

o
ン
峨
沼
田
…
す
。
若
い
時
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
り
た
い
」
と
い
う
電
話
が
か
か
っ

岡

ιプ伴
、

な
業

7
」
ま
す
タ

5
m
m
…
イ
レ
の
ゆ
が
み
の
ツ
ケ
が
高
齢
者
て
き
て
返
事
に
窮
す
る
こ
と
が
よ

…

，

E
-v、/

裂

ヲ

露

削

除

?

に

む

っ
て
か
ら
出
て
き
ま
す
。

く
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
に
は
設
備

和
医

o
ニ
宅
を
ン
教

w
凶

…
老
老
に
せ
よ
、
認
認
に
せ
よ
、
近
が
整
っ
た
場
所
よ
り
、
多
少
狭
く

尾
京
局
リ
在
療
コ
員
/
伽

…

所
の
人
た
ち
は
や
や
複
雑
な
思
い
て
不
便
で
も
住
み
慣
れ
た
自
宅
の

長
東
一
齢
諺
紘
一
一
ぷ
…
で
見
守
っ
て
い
ま
す
o
下
町
に
は
、
ほ
う
が
快
適
に
過
ご
せ
る
場
合
が

困
っ
た
と
き
に
は
手
伝
っ
て
く
れ
よ
く
あ
り
ま
す
。
正
式
入
所
の
前

事日

関
温
精
神
科
病
院
日
本
の
精
神
糾
の
病
床
数
は
人
口
に

'
民
対
し
て
世
界
で
最
も
多
く
、
入
院
期
間
も
最
も
長
い
。

W
H
O
(世
界
保
健
機
関
)
や
国
連
は
入
院
か
ら
地
域
へ
の
移

行
を
勧
告
、
厚
生
労
働
省
は
地
域
移
行
特
別
対
策
事
業
を
発
表

し
、
平
成
M
年
ま
で
の
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

に
、
お
試
し
入
所
の
活
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

認
知
症
療
養
の
場
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
は
精
神
判
明
病
院
が
中
心
で

し
た
。
統
合
失
調
症
の
患
者
さ
ん

の
療
養
の
揚
が
病
原
か
ら
地
域
へ

と
移
行
す
る
の
に
伴
い
、
精
神
判明

病
院
は
積
極
的
に
認
知
症
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
最
近
、
そ
の
認
知
症
患
者
さ

ん
も
病
院
か
ら
地
域
に
移
そ
う
と

い
う
国
の
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。た

し
か
に
住
み
慣
れ
た
地
域
・

自
宅
に
戻
っ
た
ら
、
認
知
機
能
が

回
復
し
た
、
病
気
の
進
行
が
止
ま

っ
た
、
と
い
う
人
を
多
く
経
験
し

ま
し
た
。
今
後
、

「認
知
症
も
地

域
で
」
と
い
う
流
れ
に
変
わ
り
そ

う
で
す
。
そ
し
て
老
老
、
認
認
の

在
宅
療
養
が
標
準
で
あ
る
と
い
う

発
想
の
転
換
も
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
在
宅
療
養
で
あ
っ
て
も
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
が
不
可
欠
で
す
。
病
院

か
ら
地
域
へ
と
流
れ
が
変
わ
っ
て

も
、
介
護
施
設
と
の
連
携
が
鍵
な

の
で
す
。



『
在
宅
療
養
』

話量E 者~:!it 寄宍 昆罰

平成24年 (2012年)8月11日土曜日

多様化する在宅療養の場

シ
け

l
ズ

全

g
回
〈
そ
の
a
o
v

す
。
病
院
の
専
門
医
は
主
に
病
気

を
診
て
、
在
宅
主
治
医
は
生
活
を
…
聞
週
介
護
休
業
・
休
暇
育
児
・
介
護
休
業
法
に
よ
る
…

合
め
て
総
合
的
に
診
な
が
ら
、
発
…
，
t
と
、
介
護
休
業
は
1
人
に
つ
き
通
算
問
日
ま
で
認
め
ら

…

熱
な
ど
の
急
変
に
も
き
め
細
か
く

…れ
て
お
り
、
休
業
中
の
所
得
補
償
は
賃
金
月
額
の
ω
%。
介
護

…

対
応
し
ま
す
。

…

休
暇
は
対
象
家
族
1
人
は
年
5
目、

2
人
以
上
は
年
叩
日
と
な

…

病
院
主
治
医
以
外
の
医
師
に
か

…
っ
て
い
る
。
介
護
支
援
は
子
育
て
支
援
と
比
べ
遅
れ
て
い
る
。…

か
る
と
、
浮
気
を
し
た
の
で
は
な

在
宅
療
養
の
場
と
介
護
に
つ
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
い
か
と
悩
む
律
義
な
人
が
よ
く
お
く
の
場
合
、
年
単
位
に
わ
た
り
、
私
が
診
て
い
る
在
宅
患
者
の
ケ

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
都
市
部
の

「サ
高
住
」
も
制
度
上
は
自
宅
ら
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
遠
慮
は
不
家
族
に
も
大
き
な
介
護
負
担
が
か

l
ス
で
も
昼
間
は
通
常
に
働
き
、

で
は
、
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
以
外
と
い
う
扱
い
で
す
。
こ
の
よ
う
に
要
で
す
。
役
割
が
異
な
る
か
ら
で
か
り
ま
す
。

夕
方
に
帰
宅
後
、
親
の
世
話
を
し

に
高
齢
者
用
の
集
合
住
宅
が
あ
ち
一
口
に
自
宅
と
い
っ
て
も
最
近
す
。
医
師
の
2
本
立
て
が
、
む
し
そ
の
た
め
最
近
、
西
宮
市
の
て
い
る
人
が
何
人
か
い
ま
す
。
ま

こ
ち
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
、
ろ
標
準
の
時
代
で
あ
る
と
心
得
て

「つ
ど
い
場
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
」
の

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
帰
っ
て
く

れ
ま
で
「
高
専
賃
(
高
齢
者
専
用
在
宅
療
養
の
場
は
多
様
化
し
て
い
く
だ
さ
い
。

よ
う
な
介
護
者
を
支
え
る
N
P
O
る
夕
方
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
、

賃
貸
住
宅
)
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ま
す
。

で
き
れ
ば
介
護
保
険
申
請
時
の
法
人
の
活
動
が
全
国
的
に
注
目
さ
会
社
か
ら
帰
宅
さ
れ
る
人
も
。

も
の
が
、
今
年
4
月
か
ら
は
「
サ
そ
ん
な
中
、
主
治
医
も
2
人
と
介
護
意
見
書
は
、
在
宅
主
治
医
に
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
に
入
企
業
に
と
っ
て
も
、
親
の
介
護

高
住
(
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
い
う
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
所
し
て
、
時
々
自
宅
に
外
泊
す
る
を
理
由
に
貴
重
な
人
材
を
失
い
た

き
住
宅
)
」
と
い
う
呼
び
名
に
変
病
院
主
治
医
と
在
宅
主
治
医
で
う
が
認
定
作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
運
と
い
う
「
逆
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
く
な
い
と
い
う
考
え
が
広
が
っ
て

わ
り
ま
し
た
。

v

い
ま
す
。
い
ま
や
年
老
い
た
親
の

利
点
は
、

M
時

間

に

わ

た

っ

て

仕

事

を

続

げ

な

が

ら

の

在

宅

介

護

介

護

は

、

子

育

て

と

違

い

日

本

人

へ
ル
パ
l
が

見

守

り

を

し

て

く

れ

の

だ

れ

も

が

直

面

す

る

問

題

で

あ

ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
在
宅
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。

る
と
い
う
認
識
に
な
り
つ
つ
あ
り

)
内
長
療
総
働
大
句
/

…

療
養
期
間
は
、
末
期
が
ん
の
場
時
々

「親
の
介
護
の
た
め
に
会
ま
す
。

室

長

九

臨

川

智

…

合
、
平
均
1
カ
月
半
で
す
。
末
期
社
を
退
職
し
ま
し
た
」
と
一
吉
田
わ
れ
親
の
介
護
の
た
め
の
退
職
す
る

…

h
!

ず
大
市
外
診
土
西

C・
寸
が
ん
の
在
宅
看
取
り
率
が
当
院
な
る
方
が
い
て
、
驚
き
ま
す
。
仕
事

と
い
う
選
択
の
前
に
探
る
べ
き
道

h-
・・7
、
ー

か
阪
崎

o
を
博
関
江
川
カ

…

ど
の
場
合
、

9
割
と
高
い
の
は
介
と
介
護
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
か
?
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

h
圃

回

忌

・

大

尼

業

入

学

フ

泊

)

…

圏

一
色

ト

-
〆

お
、
、
開
、
医

hid
護
期
聞
が
短
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
印
代
の
人
の
2
割
が
直
た
介
護
に
直
面
し
て
い
る
人
た
ち

錨

F
M
〉
j

り

/

が
後
年
を
で

o
ン
峨
沼
田

…

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
う
な
ら
面
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
そ
う
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
も
在
宅
医
の

副
F

明

l
¥代
¥

な
業
7
」
ま
す
タ

5
m
m
…

ば
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
終
わ
る
の
す
。
実
は
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

仕
事
で
す
。
介
護
保
険
制
度
を
最

…

，

E宅
¥

/

忠

芳

臨

時

Z
P…
が
、
末
期
が
ん
の
在
宅
療
養
。

一

最
近
の
企
業
の
中
に
は
、
介
護
大
活
用
し
て
、
多
く
の
人
に
在
宅

和
医

o
ニ
宅
を
ン
教
帆
凶
…
方
、
短
期
間
で
は
終
わ
ら
な
い
の
休
業
・
休
暇
や
短
時
間
勤
務
な
療
養
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
ま

尾
京
局
リ
在
療
コ
員
/
伽

…
が
「
非
が
ん
」
の
在
宅
療
養
で
ど
、
会
社
独
自
の
介
護
支
援
制
度
す
。
在
宅
療
養
の
最
大
の
利
点
は

長

東

齢

諺

襲

ぷ

…
す
。
認
知
症
や
神
経
難
病
、
脳
卒
を
設
け
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
「
自
由
」
で
あ
る
こ
と
に
尽
き
る

中

後

遺

症

な

ど

の

療

養

期

間

は

多

し

た

。

と

私

は

思

い

ま

す

。

「在宅療養jシリ四ズ。



『
在
宅
療
養
』

習室主 命亙 寄宍 尾銅

平成24年 (2012年)8月18日土曜日

認知症患者の服薬確認

シ
け

l
ズ

全

g
回
，圃、

そ
の
ク
〉

ぜ
重
要
な
の
か
?
高
血
圧
や
糖

尿
病
の
薬
は
劇
薬
だ
か
ら
で
す
。

も
し
誤
っ
て
何
度
も
飲
む
と
重
篤

な
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

実
際
、
在
宅
現
場
に
お
け
る
認

知
症
患
者
の
服
薬
管
理
は
難
し
い

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
日
本
人
選
の
管
理
は
、
認
知
機
能
を
そ
れ
以

課
題
で
す
。
医
療
機
関
か
ら
た
く
が
、
認
知
症
の
在
宅
療
養
で
は
と

手
の
大
活
躍
の
余
韻
に
浸
っ
た
お
上
、
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
さ
ん
出
さ
れ
る
薬
を
誰
が
ど
の
よ
て
も
で
き
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り

盆
で
し
た
。
さ
て
今
回
は
、
認
知
ま
た
脳
卒
中
を
防
ぐ
意
昧
で
も
大
う
に
管
理
す
る
の
か
?
ヘ
ル
パ
ま
す
。

2
回
で
す
ら
難
し
い
。
家

症
で
在
宅
療
養
し
て
い
る
人
の
高
変
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
在
宅

l
や
訪
問
看
護
師
が
毎
日
入
れ
る
族
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
打
て
ま
す

血
圧
と
糖
尿
病
管
理
に
つ
い
て
の
医
療
で
は
き
ち
ん
と
薬
を
飲
ん
だ
ケ
i
ス
は
ま
れ
で
す
。
家
族
が
聞
が
、
ヘ
ル
パ

l
は
打
て
ま
せ
ん
。

話
で
す
。

か
の
確
認
が
重
要
に
な
り
ま
す
居
か
、
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
仕
そ
こ
で
、
在
宅
で
は
い
ろ
ん
な
工

2
人
に
1
人
が
、
が
ん
に
な
る
が
、

こ
れ
が
意
外
と
難
し
い
わ
け
事
な
ど
で
毎
日
、
決
ま
っ
た
時
間
夫
を
こ
ら
し
、
よ
り
簡
便
な
治
療

時
代
。
加
え
て
私
は
2
人
に
1
人

で
す

。

に

服

薬

確

認

で

き

な

い

こ

と

が

む

法

に

変

更

し

ま

す

。

が
認
知
症
に
な
る
時
代
が
も
う
す

そ
も
そ
も
「
服
薬
確
認
」
が
な
し
ろ
普
通
で
す
。

私
の
場
合
、

D
P
P
|
4阻
害

ぐ
来
る
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま

む
忠
告
守
が
急
薬
の
管
理
は
多
職
種
連
携
で

認
知
症
患
者
の
高
血
圧
や
血
糖

)
内
長
療
総
働
大
ゆ
/

ろ
二
「
診

u
労
際
M
-p
o

ひ
第
で
来
る

。
国
ペ
?
と
許
…

ず
大
市
外
診
士
西
乃
川
好
…

h
E
F
'
H
1
か
阪
崎
。
を
博
関
叱
立
が

h
-
R
-u
一

、
A

・
大
尼
業
入
学

。
フ
泊
今
…

函

覇
軍

事

〉

〆

お
、
、
関
、
医
ト

L
以

ν

園
明

円H
rvhuy

，r:戸
が
後
年
を
で

o
ン
崎
四
駒
…

園

田

町

司

品

種

じ

¥

な
業
7
」
ま
す
タ
町
田

国
…

…，
F
X
/

謀
議
定
的
…

和
医

o
ニ
宅
を
ン
教
相
比

…

尾
京
局
リ
在
療
コ
員
/
川

…

長
東
入
ク
ら
診
生
客
/
ω

…

糾
尾
か
合
衛
学

:
&
… f在宅療養jシリーズ。

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
薬
袋
に

一
生

懸
命
セ
ッ
ト
し
て
く
れ
で
も
、
飲

ん
だ
の
か
飲
ん
で
い
な
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
き
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
血
圧
の
薬
を
飲
み
過
ぎ
れ
ば
、

血
圧
が
下
が
り
す
ぎ
ま
す
。
イ
ン

ス
リ
ン
を
打
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
い
、
何
度
も
打
て
ば
低
血
糖

を
起
こ
し
て
転
倒
し
ま
す
。発
見

が
遅
れ
た
場
合
、
遷
延
性
意
識
障

害
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

病
院
で
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
4
回

打
ち
、

3
回
打
ち
が
普
通
で
す

D
P
P1
4
阻
害
薬
血
糖
降
下
作
用
を
持
つ
消
化

…

管
ホ
ル
モ
ン
(
イ
ン
ク
レ
チ
ン
)
の
分
解
を
阻
害
す
る

…

こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
の
血
中
濃
度
を
高
め
、
血
糖
降
…

下
作
用
を
発
揮
す
る
飲
み
薬
。
現
在
5
種
類
が
発
売
さ
れ
て
い
…

る
。
単
独
投
与
で
は
低
血
糖
を
起
こ
し
に
く
い
。

薬
と
い
う
飲
み
薬
や
、
持
効
型
イ

ン
ス
リ
ン
を
土
台
に
据
え
た
飲
み

薬
主
体
の
治
療

(
B
O
T
と
い
い

ま
す
)
に
変
え
て
い
き
ま
す
。
在

宅
医
療
で
は
、
良
好
な
血
糖
管
理

よ
り
も
低
血
糖
発
作
を
避
け
る
こ

と
を
優
先
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
薬
は
、
種
類
が
少
な

い
こ
と
が
理
想
で
す
。
私
は
可
能

で
あ
れ
ば
、
朝
1
回
に
ま
と
め
て

飲
め
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。
一

方
、
現
在
4
種
類
あ
る
抗
認
知
症

薬
も
1
日
1
回
タ
イ
プ
と
2
回
タ

イ
プ
、
そ
し
て
張
り
薬
と
い
ろ
い

ろ
な
剤
型
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
最
少
量
か
ら
開
始
し
て
徐
々
に

増
量
す
る
も
の
で
あ
り
、
服
薬
確

認
が
重
要
で
す
。

最
近
は
、
自
宅
を
訪
問
し
て
薬

の
説
明
を
し
て
く
れ
る
薬
剤
師
が

い
ま
す
。
夜
中
に
痛
み
止
め
の
麻

薬
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
薬
剤
師

も
。
薬
学
部
が
6
年
制
に
な
り
、

在
宅
現
場
に
興
味
を
持
つ
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
認
知
症

患
者
の
血
圧
や
糖
尿
病
の
管
理
に

は
、
薬
剤
師
を
合
む
多
職
種
の
連

携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

で
き
れ
ば
ケ
ア
マ
ネ
に
頼
み
、

自
宅
で

「ケ
ア
会
議
」
を
開
催
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
家
族
と
医

療
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
腹
を
割
っ

て
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
場
で
、
で
き
る

だ
け
薬
を
減
ら
し
て
、
余
生
を
楽

し
む
こ
と
を
優
先
し
た
い
も
の
で

す
。
在
宅
療
養
の
目
標
は

「い
か

に
生
活
を
楽
し
む
か
」
に
あ
る
と

考
え
る
か
ら
で
す
。



全

g
回

huJ

る

の

で

す

。

…

'E
E

刑
判
従
っ
て
、
う
ん
と
年
老
い
た
り
…

R
M
長

尾

和

宏

著

書

…

小

回
衰
弱
し
た
り
し
た
ら
、
主
治
医
選

…
・
「
家
族
が
選
ん
だ
平
穏
死
」
(
祥
伝
社
黄
金
文
庫
)

ーρ
終
び
と
は
、
自
分
の
死
亡
診
断
書
を
…
・
「
が
ん
の
花
道
」

(小
学
館
)

鱗

領

書
い
て
も
ら
う
医
師
を
選
ぶ
こ
と

…
・
「
医
療
否
定
本
に
殺
さ
れ
な
い
た
め
の
必
の
真
実
」
(扶
桑
社
)
…

践
で
も
あ
る
の
で
す
。
や
は
り
納
得
…
・

「抗
が
ん
剤
叩
の
や
め
ど
き
」
(
ブ
ッ
ク
マ
ン
社
)

ー

の
い
く
主
治
医
を
選
ん
で
く
だ
さ

在
宅
療
養
シ
リ
ー
ズ
も
最
終
り
医
師
な
の
で
す
。

い
ね
。
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
が
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
が
い
い
と
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
あ

回
。
今
回
は
ま
と
め
で
す
。
も
し
日
本
で
は
生
ま
れ
る
と
き
も
死
よ
し
、
な
の
で
す
。

か
、
一
概
に
い
え
ま
せ
ん
。
時
と
ま
り
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
も
っ
と

在
宅
療
養
を
望
む
な
ら
、
相
性
の
ぬ
と
き
も
、
医
者
と
か
か
わ
ら
な
在
宅
医
に
は
2
種
類
あ
り
ま
場
合
、
そ
し
て
相
性
に
よ
り
ま
す
も
訪
問
看
護
師
は
医
師
の
指
示
で

い
い
在
宅
医
を
探
す
こ
と
で
す
。

い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
映

画

す
。
朝
夕
の
外
来
診
療
を
行
い
、
の
で
、
口
コ
ミ
な
ど
を
参
考
に
し
し
か
医
療
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
「
医
者
な
ん
て
要
ら
ん
「
お
く
り
び
と
」
に
は
、
医
者
は
午
後
か
ら
在
宅
医
療
を
回
る
昔
な
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、
相
し
か
し
在
宅
現
場
で
は
あ
ら
か

!
」
と
い
う
医
者
嫌
い
の
方
も
い
お
ろ
か
看
護
師
も
1
回
も
登
場
し
が
ら
の
開
業
医
は
、

「午
後
か
ら
性
が
合
わ
な
け
れ
ば
、
在
宅
主
治
じ
め

「
包
括
指
示
」
と
い
っ
て

ま
す
。
お
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
ま
せ
ん
。
人
の
生
死
に
医
療
者
は
在
宅
組
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

医
も
チ
ェ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
国
民
‘
「
こ
こ
ま
で
は
看
護
師
さ
ん
の
裁

が
、
医
者
は
必
要
で
す
。
主
治
医
必
要
な
い
!

と
い
う
強
い
メ
ッ
私
も
そ
う
で
す
。
一
方
、
も
っ
ぱ
皆
保
険
制
度
は
、
フ
リ
l
ア
ク
セ
量
で
行
っ
て
も
い
い
で
す
よ
」
と

意
見
書
が
な
い
と
介
護
認
定
が
お
セ
l
ジ
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
し
ら
在
宅
医
療
だ
げ
を
行
う
診
療
所
ス
と
い
っ
て
、
患
者
が
自
由
に
医
い
う
指
示
を
医
師
か
ら
事
前
に
も

り
ま
せ
ん
。
ま
た
死
亡
し
た
と
き
か
し
現
実
に
は
、
裏
に
死
亡
診
断
も
あ
り
ま
す
。
後
者
は
「在
宅
専
門
師
を
選
べ
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
病
院
の

に
必
要
な
死
亡
診
断
書
は
医
者
し
書
を
書
い
て
い
る
医
者
が
必
ず
要
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

で
す
。

看

護
師
さ
ん
と
少
し
違
う
と
こ
ろ

か
書
け
ま
せ
ん
。
何

?

警

察

が

で

す

。

黙

認

い

が

亡
主

訪

問

看

護

師

と

ケ

ア

マ

ネ

選

、

ひ

が

要

ジ

長

詩

訪

日

れ

や
死
体
検
案
書
を
書
く

の

は

や

は

っ

た

デ

イ

ケ

ア

は

ど

こ

が

い

い

の

前
者
が
大
半
で
す
が
、
都
市
部
在
宅
医
と
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
か
、
親
切
な
ヘ
ル
パ
l
ス
テ
l
シ

)
内
長
療
総
働
大
ゆ
/

…

で
は
後
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

例

え
れ
ば
指
揮
者
の
よ
う
な
役
割
ョ
ン
は
ど
こ
な
の
か
、

本
人
や
家

主
語
九
培

Y
…
「
午
後
か
ら
在
宅
組
」
は
、
か
か
で
す
。
診
察
を
し
て
薬
や
注
射
や
族
の
希
望
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け

山

ず
大
市
外
診
土
西
た
λ
好
…
り
つ
け
医
と
し
て
外
来
か
ら
継
続
検
査
の
指
示
を
出
し
、
患
者
や
家

て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
ケ
ア
マ

‘‘.
T
A
、
ー

か
阪
崎

。
を
博
関
穴
一四
し
か
…
し
て
診
る
こ
と
が
大
半
で
す
。
私
族
に
説
明
し
、
介
護
意
見
書
や
死
ネ
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

-
ヨ

一〉
〆

か
決
議
長
h
J
ω
…
も
長
く
診
る
こ
と
が
喜
び
。

一
亡
診
断
書
を
書
く
の
が
仕
事
。

し

訪

署

護

師
と
ケ
ア
マ
ネ
探
し

、八
一vry

が
後
年
を
で

o
ン

?

?

方

、

「在
宅
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

か
し
実
際
に
患
者
に
寄
り
添
い
力
が
要
と
い
う
の
が
本
シ
リ
ー
ズ
の

固
有
i
(
¥
な
業
7
」
ま
す
タ

5
m
m
…
は
文
字
通
り
、
在
宅
医
療
に
特
化
に
な
っ
て
く
れ
る
の
は
訪
問
看
護
結
論
で
す
。
こ
う
し
て
本
シ
リ
!

日，
E
1
¥f
定
芳
臨
時

Z
P…
し
て
い
て
病
院
か
ら
の
紹
介
が
大
師
で
す
。
ズ
を
書
い
て
い
る
聞
に
出
版
さ
れ

和
医

o

ニ
宅
を
ン
教
帆
出

…
半
。
末
期
が
ん
専
門
と
か
神
経
難
排
世
処
理
で
お
世
話
に
な
る
の
た
「
平
穏
死
・日
の
条
件
」
は
早

尾
京
局
リ
在
療
コ
員
/
伽
…
病
専
門
と
か
、
専
門
に
分
か
れ
て
は
看
護
師
。
真
夜
中
に
電
話
一
本
々
に
4
刷
り
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

長
東
似
一
野
村
鐙
謹
一
j
似

…
き
て
い
ま
す
。
で
助
け
に
来
て
く
れ
る
の
も
看
護
な
り
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ

こ
の
よ
う
に
2
種
類
の
在
宅
医
師
で
す
。
医
者
は
偉
そ
う
に
い
い
ま
す
。

『
在
宅
療
養
』

話量E 命E 帯宍 毘罰
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2種類の在宅医

シ
け

l
ズ

そ
の
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